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舞踊文化と教育研究の会 ２００８ 松本千代栄撰修２ 人間発達と表現：幼・小期 明治図
書出版





村田芳子 ２０１１ 理論編 これからの表現運動「表現」の授業：考え方と進め方 村田芳
子（指導） 新学習指導要領対応 表現運動・表現の最新指導法 小学館 pp.４-１３.
長瀬荘一 ２００９ 図解 落ちこぼし伸びこぼしのない授業プラン 明治図書
成瀬九美 ２０１３ ダンス授業における「即興的に踊る」体験への取り組み 奈良女子大学
スポーツ科学研究，１５，８７-９０.
小川鮎子・下釜綾子・高原和子・瀧 信子・矢野咲子 ２０１３ 幼児の身体表現活動を引き
出す言葉かけ：オノマトペを用いた動きとイメージ 佐賀女子短期大学研究紀要，４７，
１０３-１１６.
鈴木裕子 ２０１５ 幼児期における自由で創造的な身体表現活動における題材の検討 愛知
教育大学 幼児教育研究，１８，４３-５３.




鈴木裕子 １９９６ 身体表現における即興の有効性：保育科学生の即興能力の視点から 名
古屋柳城短期大学研究紀要，１８，１７７-１８７.
鈴木裕子・八木佑奈・竹内 和 ２０１６ 幼児は身体表現活動のなかで何を得ているのか
愛知教育大学研究報告 教育科学編，６５，２５-３３.




津守 真 １９９７ 保育者の地平：私的体験から普遍に向けて ミネルヴァ書房
弓削田綾乃 ２００９ 幼児の身体表現に関する学生の意識と実践についての一考察 浦和論
叢，４１，１３５-１４６.
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